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論 文 の 要 旨 

 本論文では、ユーザ発話に明示的に表われない情報を考慮する雑談対話システムの実現を目指して

いる。発話において明示されないが、対話において重要な情報を「言外の情報」と呼び、まず、言外

の情報の種類を明らかにするために、雑談対話における言外の情報の収集と類型化を行っている。次

に、言外の情報を雑談対話システムに応用し、言外の情報の有用性を検証している。最後に、言外の

情報を考慮する対話システムのタスク設定、および、対話システムの構築を行っている。 

「言外の情報の収集と類型化」の課題では、雑談対話における言外の情報の収集手順、および、その

類型化について述べている。収集された言外の情報を用いて、複数の作業者が人手で類似する事例を

まとめ上げていくことにより、言外の情報を類型化している。その結果として、高い一致率でアノテ

ーションが可能な類型を作成したことを報告している。 

 「言外の情報の有用性検証」の課題では、言外の情報を対話システムの発話理解結果とみなし、その

ままシステム発話として利用した際に、ユーザに及ぼす効果について分析を行った結果について報告

している。言外の情報を発話するシステム発話を評価した結果をふまえて、ユーザの内面に言及する

言外の情報はその伝達が好ましくない一方、ユーザと無関係な一般的事実は極性によらずその伝達が

好ましいという傾向について述べている。 

 「言外の情報を考慮する対話システムの構築」の課題では、支持や反論の事実を言外の情報として

述べることで合意形成を行うオープンドメインの議論対話を対象として、言外の情報を考慮する対話

システムを構築している。5 点満点の人手評価において 3.93 点(支持）、および、3.76 点(反論)で議

論の発話を生成できることを示している。 



 

審 査 の 要 旨 

【批評】 

本論文で明らかにした事項は以下の通りである。 

(1)「言外の情報の収集と類型化」の課題においては、従来より、協調的な対話を実現するために相手

のプラン(計画)を認識する技術の研究が行われている。この研究では、相手から陽に伝えられていな

い意図や欲求を理解する必要があり、言外の情報を扱っていると考えることができる。しかし、具体

的にどのような情報が相手に伝わるのかが明らかでない点が問題であった。そこで、本論文では、ま

ず、雑談対話においてどのような言外の情報が存在するのかを明らかにしている。言外の情報を階層

的に類型化した結果においては、最上位階層では、「思考内容」が 55%、「事実」が 45%となり、一方、

中間階層では、「話者に関連する考えと事実」が 70%を占め、次に、「願望」が 20%となると報告してい

る。最下位階層では、「話者の信念」が 30%で最大の割合を占めたことを報告している。 

(2)「言外の情報の有用性検証」の課題においては、言外の情報を発話理解結果とみなし、それをユー

ザに伝達したときの効果を分析する取り組みがこれまで行われてこなかった点が問題であった。これ

に対して、本論文では、言外の情報を用いた発話理解結果に着目し、ユーザへの伝達において、ポラ

イトネスを含むどのような要素が雑談対話において有用かを総合的に分析している。その結果、対話

中のユーザの一時的な状態(例えば、対話中のユーザの考え)はシステム発話として自然さの評価値が

低く、一方、ユーザ属性やユーザ自身と直接関係のない事実に関する情報はシステム発話として自然

さを損ねることなく伝達できることを示している。この結果をふまえて、協調的な対話システムの構

築において、まず事実に関する言外の情報を扱う設計を示している。 

(3)「言外の情報を考慮する対話システムの構築」の課題においては、支持や反論の事実を言外の情報

として述べることで合意形成を行うオープンドメインの議論対話を対象として、言外の情報を考慮す

る対話システムを構築している。議論対話の従来研究においては、関連する議論の内容を生成する手

法が存在するが、対話システムへの適用が想定されていない点が問題であった。これに対して、本論

文では、主張・論拠データの収集結果に基づき、言外の情報として支持・反論を生成する議論対話タ

スクを設計している。5 点満点の人手評価において 3.93 点(支持）、および、3.76 点(反論)で議論の

発話を生成できることを示している。 

以上の議論に基づき、本論文は博士論文に値するものと認められる。 

【最終試験の結果】 

令和 3 年 1 月 29 日、理工情報生命学術院において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著

者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とシステム情報工学研究

群知能機能システム学位プログラムにおける達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員

によって、合格と判定された。 

【結論】 

上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分

な資格を有するものと認める。 

 


